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生物学類担当授業科目　人間生物学Ｉ
研究領域　発生生物学、発生工学
研究テーマ　転写因子の個体における機能解析
研究概要
私達の研究室では、発生工学を用いて作製した遺伝子改
変マウスを病理組織学的手法で解析することにより、生
体内における転写因子の機能解析を行っています。現在、
下記のような研究テーマについて研究を行っています。
1. 臓器形成の分子メカニズム
臓器形成の分子メカニズムを大 Maf 群転写因子の機能解
析を中心にアプローチしています。大 Maf 群転写因子は
MafA、MafB、c-Maf、Nrlの４種類あることが知られており、
c-Maf が目の水晶体の形成に必須であるように、様々な
機能を有していると考えられています。それぞれの遺伝
子の機能を、遺伝子欠損マウスの解析から研究していま
す（参考文献１）。
2. 環境ストレス応答の分子メカニズム
環境中に存在する様々な化学物質に対する生体の防衛
反応は、異物代謝系第一相と第二相酵素群により担われ
ています。これらの酵素群の誘導には、AhR や Nrf2 等
の転写因子が重要な機能を果たしていることが明らかに
なってきました。AhR と Nrf2 の機能解析を通じて、環
境化学物質に対する応答機構の解明を目指します（参考
文献２）。
3. 自己免疫病発症機構の分子メカニズム
個体の疾患感受性は、免疫系の制御を司る T 細胞のサ
ブセットバランスにより決定されています。T 細胞サ
ブセットは Th1 と Th2 に分画され、Th1 細胞の形成には
T-bet が、一方、Th2 細胞の形成には転写因子 GATA-3 と
c-Maf が重要であることが明らかになってきました。疾
患感受性決定に対する転写因子の機能を T-bet、GATA-3
と c-Maf を中心に解析しています（参考文献３）。
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研究領域：循環器系
研究テーマ：分子生物学的および細胞生物学的研究によ
る心臓・血管系の正常および異常（高血圧・心筋梗塞・
狭心症など）状態の解明と新治療法の開発
研究概要：心臓・血管系の正常および異常（高血圧・心
筋梗塞・狭心症など）状態に関する研究を、最新の分子
生物学的および細胞生物学的手法を用いて行う。すなわ
ち、近年の分子生物学および細胞生物学の急速な発達に
よって、心臓・血管病が、細胞レベルおよび分子レベル
から解明されるようになり、心血管系の研究やその病気
の治療にきわめて大きなインパクトをもたらしつつあ
る。本研究にて、これらの手法を用いて、心臓血管系に
対して増殖作用や傷害作用を引き起こす各種因子 ( 各
種サイトカイン , PDGF, TGF- β , FGF など ) 、そして
血管収縮作用と増殖作用の両者を合わせ持つ循環調節因
子（アンジオテンシン、エンドセリンなど）の正常時の
働きや病気との関連の解明を研究する。さらに、それら
に基づいた新治療法の開発（心血管系の遺伝子治療を含
めて）をめざす。
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研究領域：神経生理学
研究テーマ：視覚系神経回路網形成の発生生物学
研究概要：脊椎動物の中枢神経系の神経回路が個体発生
の過程で形成される機構について研究している。神経回
路は動物における情報の受容、認識、統合の構造的基盤
であり、記憶、情動や行動などの高次神経機能の理解
には神経回路形成機構の解明が重要である。多様な神経
回路のなかで良いモデルシステムである視覚系神経回路
（網膜視蓋投射）をターゲットとして、神経科学的方法、
発生生物学的方法、分子細胞生物学的方法を利用して、
その形成機構にアプローチしている。最近の研究では、
ニワトリ胚において糖鎖（コンドロイチン硫酸グリコサ
ミノグリカン）が網膜軸索路の誤りを正す機能を有する
ことを培養実験と生体内実験で証明した。現在、糖鎖の
多様性と軸索路形成に関わる機能特異性に関心を持って
研究を進めている。他方、マウス視覚系神経回路の形成
機構を調べるために蛍光生蛋白質の遺伝子導入技術を応
用して複雑な神経回路を機能的に可視化する試みを行っ
ている。神経科学、発生生物学に興味のある方は気軽に
見学に訪れてほしい。


